温室の 前 



1 干 田國士 



大里貢 

同 牧子 

高 尾より 江 

西 原敏夫 

東京 近郊で ある。 

一 月 中旬の 午後 五 時. 



第 一 場 

大里 貢の 家の 応接間 —— 石油 スト— ブ —— 

く すんだ 色の 壁紙 II 線 の 硬い 家具 II 正 

面の 広い 硝子 戸 を 透して、 温室、 グリ— ン - 

ハウス、 フ レム 及び 花壇の 一 部が 見える。 

硝子 戸に 近く、 高 尾より 江 II 二十 五六 歳 

に 見える —— が、 ぢ つと 外 を 眺めて ゐ る。 

さっぱりした 洋装。 

—— 間 —— 

大里牧 子 —— 一 一十 八 九 歳ぐ らゐの 目立た な 



い 女 —— 小 走りに 現れる。 

牧子 どうも、 お 待たせし ました。 兄が なんにも 云 

つてって くれない もんです から、 間 誤つ いちまつて 

…… 。 (両人 腰をおろす) 普段から、 兄 は 兄、 あたく 

し は あたくし でせ う。 何 一 つ 手伝 はせ な いんです の。 

あたくし も、 また、 それ をい いこと にして、 自分 勝 

手な ことば かりして ゐ るんで す。 けれど …… です か 

ら、 かう いふ 時、 困ります の。 でも、 留守に する こ 

となん か、 滅多にな いんです ものね。 さう です わ、 

ここへ 引 込んで から、 今日が 初めてぐ らゐ です わ、 



のがな いんです からね。 物心の つく 頃から、 兄 一人 

妹 一人で、 育って 来て るんで すから、 かう して 一生、 

お 互の 世話になって 暮 すなん ていふ ことが、 それ ほ 

ど 不自然に は 思へ な いんです の。 (間) それや、 兄 さ 

へその 気になって くれれば、 兄の 世話 は、 「その 人」 

に 委せて、 あたくし は、 外へ 出るな りなん なリ 出来 

ない こと もありません けれど —— その為に、 一 通リ 

覚える こと だけ は 覚えて おいたん です のよ さあ、 

それが、 何時の 役に立ちます やら …… 。 

より江 タイプライタ ァも なすつ たんです つて …… 。 

牧子 タイプライタ ァは 邦文の 方 だけです けれど、 



速記 も 序に 習 ひました し …… 。 それに、 何時ぞや、 

神 田で お 目に かかりました わね、 あの 頃 は、 ミシン 

を やって ましたの よ。 

より江 さう です つてね。 あれから、 もう 四 五 年に 

なります かしら …… 。 逗 子から お 通 ひに なって たん 

でせ う。 

牧子 ええ。 兄の 病気が、 まだ ひどい 頃でした。 昼 

間 だけ 看護婦に ついて て 貰って …… 。 (間) それで 

も あの 頃 は 若う 御座ん したわ。 

(沈黙) 



より江 でも、 不思議で すわね、 こんなと ころで、 

お 目に かかる なんて …… 。 標札 を 見る と、 大里 貢… 

…なんだか 聞いた ことの ある 名前 だと は 思って まし 

たの。 毎日 通 るんで せう。 あなたのお 兄 様 だと 知つ 

たら …… 。 それでも、 あなたが 御 一緒にい らっしゃ 

るか どうか わからな いし …… 。 あれで、 昨日、 停車 

場で あなたに 御 目に かからなかったら、 今頃 は、 ま 

だ 知らずに、 あの 前 を 通り過ぎ てるんで すわね。 

牧子 あたくし を 御覧に なって、 どうお 思 ひに なつ 

て …… 。 (間) 女 も、 かう いふ 生活 をして ると おしま 



ひです わ。 (間) さう 云へば、 あなた は、 いま …… な 

んて 云ったら いい かしら …… どうい ふ 方のと ころへ 



より江 あたくし …… 独りな の。 (間) いやです わ、 

そんな 顔して 御覧に なつち や …… 。 

牧子 でも …… 。 

より江 そんな 害ない つて おっしゃ るんで せう。 さ 

うね、 御存じな のね。 学校 を 出る と、 すぐ、 行く に 

は 行つ たんです けれど、 ぢ きに 出ち まひました の。 

出されち まった のか も 知れません わ。 それから、 ず 

つと、 かう して 働いて るんで すの。 



牧子 ところが、 商売って いふの は 名ば かりで、 ほ 

んとは 道楽なん です の。 ですから、 流行らな いのは 

我慢が できる として、 根が 無愛想な たちで せう、 一 

度 来た お客様 は、 大概、 二度と 来 なくなつ てし まふ 

んで すの。 (間) でも、 あなたの やうな お客様が ある 

と、 それや、 よろこびます わ。 いいえ、 それが ね、 

つきあ ひ 

お 交際が まるでな いんです からね。 口に 出して は 云 

ひません けれど、 やっぱり 寂し いんで せう。 学校 時 

代のお 友達 も、 ここへ 来てから、 訪ねて 下さる 方 は 

ただの 一 人 もな し、 あたくし がまた、 引 込 思案な も 

ん ですから、 御 近所 づき あ ひさへ、 ろくにし ない 方 



で …… 。 (間) それに、 また、 いろいろお 話 も あるで 

せう。 ほんと に、 時々、 いらし つて 下さい ましね。 

毎日で もよう 御座ん すわ。 今晩は、 ゆっくり してい 

らっしゃれ るんで せう。 も うぢき 帰って来ます わ。 

より江 ええ、 ありがたう。 昨日、 一 寸御 目に かか 

つた だけです けれど、 なんだか、 親しみの もてさう 

な 方って いふ 気がしました わ。 不思議ね え、 以前の 

こと を、 それでも、 いろいろ 思 ひ 出しました わ。 そ 

れに、 やっぱり、 草花なん か 作って おいでになる 方 

は、 どこか、 自然と 同じ 呼吸 をして いらっしゃ るの 

ね。 これからち よいちよ いお 話が できる の は 楽しみ 



長い 沈黙。 

(此の 時、 硝子 戸越し に、 大里 貢が フ レム 

を 見廻って ゐる 姿が 見える) 

より江 (貢の ゐ るのに 気づき) お 兄 さまが お帰り 

になった やうです わ。 あたくし、 お 暇しょう かしら 



牧子 (外 を ふり 返り) あら、 何時の間にか …… 。 

(立 つ て 行 つて、 硝子 戸に 近づき、 それ を 細目に 開け) 

兄 さま、 もうお 帰りに なった の。 

貢 (腰 を かがめた まま) 誰か 来なかった かな。 



牧子 あたくし に はわから ない つて、 断り ましたの。 

貢 どなた か、 お客さん？ 

牧子 いま？ ええ。 どなた か あてて 御覧なさい。 

貢 高 尾より 江さん。 

牧子 あら、 御存じな の。 まあ、 あきれた …… 。 ぢ 

や、 どうして、 早く 御 挨拶 をな さらない の。 

貢 今、 行く よ。 一 寸、 手 を 洗って …… 。 

牧子 (より江に 笑 ひかけ) 知って たんです つて… 

•:。 きまりが 悪 かったんで せう。 

より江 (これ も 面白がって) そんな？ 

貢 (現る) や あ、 失礼 …… 。 



より江 昨日 は …… 。 

貢 ようこそ …… 。 僕達 は、 お客さんの もてなし 方 

を 忘れて るか も 知れません が、 しばらく 辛抱して 遊 

びに いらし つて 下さい。 そのうちに、 また 慣れる と 

いくらか 殺風景でなくなる でせ う。 ええと、 紅茶で 

も 入れたら どう だ。 

より江 もう、 どうぞ、 おかま ひなく …… 。 

牧子 おかま ひがで きれば いいんです けれど …… 。 

すっかりお 話に 夢中に なって …… 。 ねえ、 兄 さま、 

より江さん はね、 あの …… (頭に 両手 を やり) いろ 

んな ことが、 ごつ ちゃに なって …… 。 (起ち 上る) 



貢 まあ、 ゆっくり 聞かう。 それより、 お菓子が あ 

つた かな あ。 

牧子 さあ .：：• 。 (奥に 去る) 

より江 横 浜 は、 桟橋まで いらし つたんで 御座いま 

一 ゝ o 

す 力 

貢 ええ、 船の 着く 処を 見て 来ました。 ポル トスと 

かいふ 仏蘭西 メ— ルで すが、 なかなか 立派です ね。 

牧子 (茶の 道具 を 持って 現る) すぐお わかりに な 

リ ました？ 

貢 わかった さ。 西 原の 奴、 五 年の 間に、 すっかり 

ハイカラ になって 来たよ。 あの方 ぢゃ、 なかなか 出 



つて やって 下さい。 

より江 お 芝居なら、 あたくし、 大好きで すの。 

貢 芝居 も、 長く 観ない な あ。 

牧子 (茶 を 薦めながら) より江 さんに 案内して 頂 

いて、 何時か 行か うぢゃありません か。 

貢 お前が さう いふ 気 を 起して くれれば ありがたい。 

高 尾さん は、 われわれの 生活に、 何 か 非常に 尊い I 

I 例へば 光りの やうな もの を 与へ に 来て 下す つたん 

だね。 失礼です が、 御主人 は 何処かへ お勤めに でも 



牧子 それが、 今、 お 一人なん です つて …… 。 お 母 



•:。 今日に 限りません わ。 

貢 ちっとも 疲れて なんか ゐ ません。 (起ち 上る) 

牧子 (制して) まあ、 お茶 を 召 上って からにな す 

つたら …… 。 そんなに 広く もな いんです から …… 。 

貢 (腰をおろし) それや さう だ。 

より江 今、 どうい ふ 花が 咲いて 居り ますんで すの。 

貢 今 はね、 さう です ね …… シクラメン、 ヘリ オト 

口 ォプ、 シネ ラリャ …… 。 

より江 へえ、 シネラ リャが …… 。 

牧子 そんなに 感心な さる 程ぢ やありません のよ。 

ほんの 申 訳に 咲いて るんで すの。 



ふ 世話 をして みたい とお 思 ひになります か。 

より江 ええ、 食べて さへ 行ければ …… (笑 ふ) 

牧子 さあ、 それが 問題です わ。 

貢 (起ち 上り) ぢゃ、 お 伴し ませう。 

より江 (これ も 釣り込まれる やうに 起ち 上り) ど 

ぅぞ …… 。 

(両人 出で 去る、 やがて、 硝子 越しに、 二 

人の 後 姿が 見える。 牧子、 一 つ 時、 ぼん や 

り その 方 を 見て ゐ るが、 思 ひ 出した やうに 

くるりと 正面 を 向く と、 両臂 をテ— ブルの 



呼び覚まさう とする ものの 如くで ある。 ま 

た 写真 帖を 繰る。 一 つの 写真 を 長く 見て ゐ 

る。 外の 足音に 驚いて、 写真 帖を 元の 処に 

しま ふ。 貢、 続いて、 より江 現る) 

牧子 外 は 寒いで せう。 

より江 温室から 出る のがい やでした わ。 さあ、 も 

うお 暇し なくつ ちゃ …… 。 

貢 まあいいで せう。 

牧子 ほんと に、 おうち さへ よければ …… 。 

より江 いいえ、 遅くなる と、 やつ ぱし母 一人です 



から …… 。 それに、 あの 辺 は、 それや、 寂し いんで 

すの よ。 

貢 お送りし ませう か。 

より江 まだ 大丈夫で すわ。 ぢゃ、 御免 遊ばせ。 ま 

た、 いづれ 近いうちにお 邪魔 させて 頂きます わ。 

牧子 そんな こと 仰し やらないで、 毎日、 是非 …… _ 

より江 (笑 ひながら) お 兄 さまのお 留守の 時 を 見 

はからつ てね …… 。 

貢 どうしてです。 え、 どうして 。 

(より江 を 送って、 貢、 牧子、 出づ) 



貢の 声 さよなら。 

より江の 声 さよなら。 

(やがて、 貢 現る) 

貢 (あたり を 見廻しながら) 此の 応接間 も 役に立 

つたね。 (間) おい、 牧子、 一 寸 来て 御覧 (ポケット 

から、 色々 の 化粧品 を 取り出しながら) 来て 御覧つ 

てま 。 

牧子 (現れ) お腹が 空いて らっしゃ るで せう。 



貢 腹 は 空いて ない。 これ、 どうだい。 

牧子 (不審 さう に 貢の する こと を 見ながら) それ 

なんです の、 一 体 …… 。 そんな もの、 どうな さるお 

つもり …… 。 

貢 おれが どうす る わけ もな いぢ やない か。 お前に 

買って 来たんだ よ。 

牧子 あたくし、 眉墨 ゃ頰 紅なん か、 もう 使 ひませ 

んょ。 

貢 使 はなく つても いいから、 しまつと け。 

牧子 何 を 思 ひ 出して、 こんな もの 買って らしった 

の。 



くりす るぜ。 

牧子 (そんな 話に 興味 はない とい ふやう に) ぢゃ、 

御飯の 支度 をして 来ます わ。 

貢 まだ 早い よ。 もう 少し 話 をしょう ぢ やない か。 

今日は、 なんだか、 いろんな ことが 新しく 始まる や 

うな 日 だよ。 今日まで、 世間から 離れて、 たった 二 

人つ きりで 送って 来た 暗い 生活の 中へ、 思 ひがけな 

く、 同時に、 二人まで、 華やかな —— さう だ —— 二 

人の 華やかな 友達が 訪れて 来 るんだ。 来たと 云って 

もい い。 あいつ は、 きっと 来る よ。 

牧子 兄 さま。 より江さん を どうお 思 ひに なって… 



:.? 

貢 気持の いい 人 だね、 何して るの？ 

牧子 外国人の 商店に 働いて るんで すって …… 。 売 

子みたい な もんか しら …… 。 でも、 下品な ところ は 

ない わね。 

貢 さう か、 職業婦人 だね。 なんでも いいさ。 お 嫁 

に 行った つて 云 ふの はどうし たの。 お前、 昨夜、 さ 

う 云ったら う。 間違 ひだった の。 

牧子 一度 行つ たんだ けれど、 うまく 行かなかった 

らしい の。 

貢 は あ。 なに、 かま ふもん か、 そんな こと …… 。 



ければ うそ だ。 感じる やうに しなく ちゃい けない よ。 

さう なれば 占めた もの さ。 お前 は、 まだ 若い。 いや、 

若 いんだよ。 あの人 を 見ろ、 より江さん を …… 。 お 

前と 同い年 だら う。 あれが、 つまり、 周囲の 空気 を 

感じて ゐる 証拠 だ。 お前 も、 あの 通りに なれ。 —— - 

笑 ふ 奴が あるか。 

牧子 男って 呑気な ものです わね。 いくつに なって 

も 空想が あって … … そして、 その 空想に 相応し た 興 

奮が あって …… 。 

貢 何 を 云 ふか。 おれ は、 今日、 自分で も 少し はし 

やぎす ぎるな と 思って ゐる。 だからって、 別に、 さ 



どうして あんなに 気が 弱い のか、 近頃 泣いて ばかり 

ゐ るんだ。 (大きな 声で) おい、 牧子 …… 。 

西 原 まあ、 もう 少し 静かに させて おいて あげたら 

い いぢ やない か。 かう して ゐ ると、 いろんな ことに 

気を遣 ふだら うからね。 

貢 なにしろ、 僕達 は、 あんまり 世間から 離れ 過ぎ 

てゐ たよ。 

西 原 もう わかった よ。 いつまでも そんな こと を 云 

つたって しゃう がない。 これから は、 大いに 交際 を 

広く する さ。 君 も、 早く 細君 を 貰ったら い いぢ やな 

、ゝ o 

レカ 



貢 (狼狽して) いや、 なにしろ、 あいつから 片づ 

けなく つち やね。 

西 原 君 は、 それで、 食 ふに 困らない 財産 は あるん 

だし、 早く 妹さん を片 づけて、 一度 西洋へ でも 行つ 

て 来 るんだ ね。 さう すると、 人 を あんまり こ はがら 

なくなる よ。 早く 云へば 図々 しくなる よ、 おれみ た 

ヽ こ 。 

貢 いや、 その 点ぢ や、 牧 子なん か は、 女 だからで 

も あるが、 久し振りで 会った 君に さへ、 あの 通り、 

ろくに 口が 利け な いんだ からね。 今日は これで、 四 

度 目 かい。 まだ、 昔 通りに はいかない らしい。 



西 原 七 年 も 別れて ゐ ると、 さ うだらうな、 こっち 

は、 割合に、 変って ない つもりなん だけれ ど …… 。 

貢 だから、 思つ てること が 云へ ない。 云 はう と 思 

つてる こと を、 みんな 相手に 云 はれち まふんだ。 

西 原 それや、 どう だか …… 。 

貢 (云 ひ 直して) みんなで もない が、 どうで もい 

いやうな こと はさ (苦笑す る) 

(牧 子が 盆に コップ をのせ て 現れる。 なる 

ほど、 泣いた 後と は 察せられ るが、 見 違へ 

る ほどの 若々 しさで ある。 ) 



なんだか、 気お くれが して …… 。 

牧子 あら、 気お くれなん て、 そんな …… 。 

西 原 僕 はね、 牧 子さん、 向う に 行って る 間、 何処 

へ も 手紙 を 出さな かったんで すが、 一度 だけ、 あな 

たの 処へ 絵 端 書 を あげよう と 思った ことがあ るんで 

すよ。 思った だけ ぢゃ 仕方が ありま せんが、 それ は、 

そん 時、 丁度 切手 を 買 ふ 金が なかつ たんです よ。 そ 

の 絵 端 書って いふの は、 多分、 今でも 何処かへ しま 

つて ある 害です から、 此のつ ぎ、 持って来ます。 

牧子 まあ、 なんの 絵 端 書で せう。 

西 原 あなたに 似た 女優の 絵 端 書です よ。 (貢に) 



るんで すよ。 どうです、 晚、 七 時から 十 時まで、 暇 

はありません か。 

牧子 さあ …… 。 でも、 あたくし、 舞台なん ぞへ出 

たら、 足が すくん ぢ まひます わ。 

西 原 さう いふ 役 を 振ら うぢゃありません か。 足の 

すくむ 役 を …… 二 同 笑 ふ) 男 はいくら もゐ るが、 

女が ゐな いんで ね。 

貢 君 は、 どうして、 あっちの 女と 結婚し なかった 

の。 

西 原 どうしてって、 そんな 無理な こと 云った つて 

しゃう がな いぢ やない か。 ねえ、 牧 子さん。 



貢 さう かな あ。 やっぱり、 日本の 女が いいかね。 

西 原 いや、 さう いふ 意味 ぢゃ なくね。 しかし、 今 

では、 さう、 云つ とくより ほか あるまい ね。 

貢 君 は、 日本の 女の、 どうい ふ 女が いい。 

西 原 さあ、 そいつ は、 見て みないと わからん。 

貢 見て みたう ちで は、 どんなの がよ かった。 

西 原 さう いふつ もりで 見て みないと ね。 

貢 さう いふつ もりで 見て みろ よ。 

牧子 (たまり 兼ねて) 兄 さま、 西 原さん さへ およ 

ろしかったら、 少し その 辺 を 御 一緒に 散歩で もして 

らしったら …… 。 



牧子 あそこ は 道ば たで やかましいで せう。 それよ 

リ、 あれ はどうで すかしら …… 。 少し 不便です けれ 

ど、 より江 さんの 御 近所に、 なんでも、 画かき が 建 

てた 家が、 建てた つきり になって るんで すって …… _ 

借 手が あれば 貸す らし いんです よ。 

貢 アトリエ づき だね。 それやい いぢ やない か。 

西 原 いいね。 見せて 貰へ ないか しら …… 。 

牧子 より江 さんのお 母さんに お 話 すれば、 わかり 

ませう。 一寸、 行って、 伺って 来て みませう か。 

西 原 なんなら、 散歩 かたがた 一緒に 行っても いい 

ね。 



貢 それや、 それでも いいが …… (独 言の やうに) 

家 を 空つ ぼに する わけに や、 いかんし、 おれが いき 

なり、 より江 さんの 家へ 行く の は、 初めて なんだか 

ら、 一 寸、 工合が わるい しと …… 。 

牧子 そんな こと、 かま ひません けれど、 とても、 

わかりにくい 家です から …… 。 

西 原 ぢゃ、 僕が 牧子 さんに ついて 行かう。 

貢 ああ、 さう した まへ。 それが いい。 

(貢 は、 西 原と 牧 子と を 送り出してから、 

やがて、 その 姿 を、 硝子 戸の 向う に 現す。 



も、 手伝 ひ はじめる。 仕事の 句切が つくと、 

二人 は、 応接間に は ひって 来る) 

貢 今の 家 を 借りた つてい ふの は、 やっぱり 画かき 

です 力 

より江 ええ、 さう いふ 話です けれど …… 。 でも、 

画かき らしくな いんです の、 その 人が …… 。 

貢 それが ほんと かもしれ ません ね。 ぢゃ、 西 原 君 

が 画かき だって 云って、 は ひっても いいわけで すね。 

先生た ち、 がっかりして 帰って来 るで せう。 

より江 家なら、 ほかに、 いい 家が あります わ、 い 



長い 沈黙。 

より江 随分 活動して いらっしゃる やうです わね。 

貢 さう でせ う。 

長い 沈黙。 

より江 近頃 は、 お 忙し かありません の。 

貢 僕です か。 いいや。 (間) 僕、 かう いふ 歌 を 作つ 

い き 

たんです が、 どうで せう。 —— 呼吸 もっかず、 足音 

も 立てず、 何者か、 忍び寄る 如し、 綻び を 縫 ふ —— 



つて 云 ふんです。 実感なん です。 

より江 (考 へて) さあ …… 。 あたくし、 歌なん か 

わかりません けど …… 。 でも、 あなた、 御 自分で 綻 

びなん かお 縫 ひに な るんで すの。 

貢 あなたの 前で、 かう いふ こと を 云 ふの は 可笑し 

いです けれど、 妹なん ていふ もの は、 あれで、 やつ 

ぱリ、 兄き の 身の ま はりの 世話なん か、 十分に でき 

ない ものなん です ね。 どうも、 自分のう ちって いふ 

気がしな いら しいんです。 あれで 亭主の 面倒が 見れ 

るかと 思 ふくら ゐで すよ。 横着で しない わけ ぢ やな 

いでせ うが、 さう いふ 張 合がない ん でせ うね。 これ 



御覧なさい (上着の 釦が 取れ かけて ゐ るの を 見せ) 

これ だって、 気がついて ゐる のか、 ゐ ない のか、 一 

週間 前から、 このままで すよ。 かう して (釦を 引き 

ちぎり) とれて ゐ たって、 こっちから 云 ひつける ま 

で 直し やしま せんよ。 

より江 でも、 それ は、 お 兄 さまが、 ずっとお うち 

にい らっしゃる からです わ。 外へ お出 ましに なるや 

うな 御 商売なら、 きっと、 気 をお つけに な るんで す 

わ。 

貢 そんなら、 うちの 中 は、 どうで もい いってい ふ 

わけです ね。 さう なんです よ。 此の 部屋 だって、 あ 



より江 さう は 見えません わ。 

貢 近頃で せう。 それ は …… 。 あなたがたのお 陰で 

すよ。 殊に、 あなたのお 陰です。 いいえ、 ほんと で 

す。 僕 は、 今、 かう して 元気よ く 働いて ゐ るの も、 

あなたの 為め に、 なるべく 美しい 花 を 咲かせようと 

いふ 希望が あるからで すよ。 あなたが 見に 来て 下さ 

ら なくなったら、 僕の 温室の 花 は、 みんな 色が さめ 

てし まふで せう。 

より江 (戯談 に 取って) あら、 そんな …… 。 

貢 うそ だと 思 ひます か。 そんなら もっとお 話 をし 

ませう。 僕たちが —— まあ、 僕が と 云っても いい わ 



面に 於て 不幸に して ゐる。 

より江 でも、 牧 子さん は、 どなたの 為め にあ あし 

て、 今迄、 お 独りでい らっしゃ るんで すの。 牧子さ 

んの 生涯が、 まあ、 仮り に 暗い 生涯 だと すれば、 そ 

の 責任 は、 どなたに あるんで すの。 

長い 沈黙。 

貢 (だんだん 憂鬱になる) 

より江 さう いふ ことおつ しゃる もん ぢゃ ありませ 

んゎ。 あたくし さう 思 ひます わ。 



とが あれば、 僕 は、 勿論、 自分の 不自由 ぐら ゐは忍 

ぶ つもりて す 

より江 (笑 ひながら) それ は、 あたり 前です わ。 

それ は 犠牲と は 云へ ません わ。 

貢 ああ、 さう です か。 なるほど、 それ はま づぃ譬 

でした。 そんなら、 どうしたらいいで せう。 

より江 そんな こと、 あたくし にお 訊きに なった つ 

て 存じません わ。 また、 お 答へ すべき こと ぢ やない 

と 思 ひます わ。 その 事 は、 牧 子さん が 一 番 よく 考へ 

て いらっしゃる 害です もの。 

貢 あいつに は、 意志が な いんです。 したくな いこ 



長い 沈黙。 

より江 あたくし、 また 伺 ひます わ。 今日は 少し 急 

ぎます から …… 。 お昼までに 帰る つて 云って ありま 

すの。 

貢 それ ぢゃ、 御飯 はま だで せう。 

より江 いいえ、 それ を 済ませて 来た ものです から 

遅れて しま ひました の。 一 寸 した 用事で も、 なかな 

か 午前中に は片 づきません のね。 またお 邪魔 させて 

頂きます。 (起ち 上り) 途中で、 牧 子さん なんかに お 

遇 ひする かも 知れません わね。 



貢 まだ、 いろいろお 話しした いこと も あるんだ け 

れど、 御 都合が 悪る ければ、 また 此のつ ぎに しませ 

う。 (これ も 起ち 上り、 より江 を 送って 出る。 長い 

間) 

より江の 声 もう、 よろしん です のよ。 ほんと にも 

う …… 。 あら、 ここが、 こんなに 濡れて ます わ。 

貢の 声 はは あ、 バケツが 漏 るんだ な。 チヨ ッ、 し 

やうがない な。 

長い間。 



貢 (やがて、 二三 通の 郵便物 を もって 現れる。 そ 

の 一 つ を 開封す る。 読む。 読みながら、 椅子 を 引 寄 

せ、 腰をおろす。 また 別の を 開いて 読む。 何れも、 

何んでも ない 手紙。 さう いふ 時の 精の なさ さうな 表 

情。 草花の 鉢 を 一 つ 取り上げ、 香 を 嗅ぎ、 根ぎ は、 

それから 葉の 裏を検 め、 不用な 茎 を 摘み 採りな どす 

る。 窓ぎ はに 立って 外 を 見る。 外へ 出る。 しばらく 

して 帰って来る。 また 出て 行く。 長い間) 

(此の 時、 牧 子と 西 原と が は ひって 来る) 



西 原 別に 急がな いんだから、 よう 御座ん す。 ゆつ 

くり 探す ことにし ませう。 

牧子 ほんと に 済みませんでした。 (入口の 方 を 振 

り 返り) さあ、 どうぞ …… 。 かま はな いぢ や ありま 

せんか、 そんな こと …… 。 いやな 方ね。 

より江 (ためら ひながら は ひって 来る) あら、 お 

兄 さま は …… 。 

牧子 何処へ 行つ たんで せう。 裏です わ。 一寸 呼ん 

で 来ます から、 どうぞ、 御 ゆっくり …… (かう 云つ 

て 出て 行く) 

西 原 もう 少し 早い か 遅い かする とよかったです ね 



西 原 明日から、 僕の 事務所へ 来て 下さい。 

より江 母に 相談して みます わ。 

西 原 事務所 は 此処です。 (名刺 を 渡す) 

より江 牧 子さん にも おっしゃって 御覧に なり まし 

た？ 

西 原 先生 は、 舞台に 出る と、 足が すくむ さう です。 

より江 あたくし もさう かもしれ ません わ。 

西 原 無理に 勧められない 仕事です からね …… 。 

より江 あたくし からお 勧めして みます わ。 

西 原 お母さん さへ お許しに なれば いいんで すね。 

より江 ほかに 許し を 受ける 人なん か 御座いません。 



西 原 さう です か。 

(牧 子、 続いて、 貢、 笑 ひ を 浮べながら は 

ひって 来る) 

貢 残念な こと をした ね。 (より江に) や、 いらつ し 

やい。 

より江 意気地な く、 引 張られて 参りました。 

貢 さう あって こそです。 トランプ でもし ませう か 

西 原 僕 は 知らない、 さう いふ 遊び は …… 。 まあ、 

君達、 おやん なさい。 



牧子 ぉ教 へします わ。 

西 原 いや、 僕 は 勘弁して 下さい。 それより、 水 を 

一 杯 どうぞ 。 

牧子 只今、 紅茶 を 入れます わ。 

西 原 なに、 水で 結構 …… 。 水の 方が 結構。 

牧子 (取りに 行く) 

貢 そ いぢ や、 まあ、 面白い 話で もしょう。 

西 原 僕に かま はずに、 やり 給へ。 

貢 どうせ 暇潰し さ。 何 をした つて 同じ こと だ。 僕 

たち は、 二人 きりだと、 よく、 トランプの 独り 占 を 

や るんだ よ。 二人が、 めいめい、 黙りこくって、 あ 



れを やって ゐ ると、 夜なん かね、 一寸、 神秘的 だよ。 

より江 さう いふ ことが お好きら しい わね、 お 二人 

とも …… 。 

西 原 結局、 閑人なん だね。 

貢 いや、 閑な こと を 苦にして る 人間なん だよ。 

西 原 閑人と いふ もの は、 閑 を 苦にして る 人間 だよ。 

閑 を 楽んで る 人間に、 閑人なん か あり やしない。 

貢 それ も 一 説 だね。 さう すると、 僕たち は 閑が あ 

り 過ぎる のかな あ。 

西 原 あり 過ぎる ね。 

牧子 (水 を 持って来る) あり 過ぎ るんで すって… 



•:。 閑なん かありません わ。 

貢 こいつ は、 閑 を 閑と も 思 はない 女なん です。 忙 

しい 忙しい つて 云 ひながら、 何もせ ずに ゐる。 

牧子 あら、 うそば つかし …… 。 

より江 そんな ことありません わね。 あたくし なん 

か。 どうかす ると、 なんにも する こと はない と 思 ひ 

ながら、 一方で、 なに かしな くつち やならない と 思 

ふでせ う。 その 気持が こん がら かって、 結局、 落ち 

つけない ことがあります わ。 

西 原 J 

丁 (同時に) それ はあり ますね。 



牧子 J 「さう いふ 時 だって …… 。 

T (同時に) 丄 

より江」 厂 つまり、 さう いふ ことが …… 。 

牧子 J 

T (互に 「どうぞ」 とい ふ 眼く ばせ) 

より江」 

西 原 (引取って) 閑 は 出来ち や 駄目 だね。 作る や 

うにし なくつ ちゃ …… 。 

貢 それ を 云 ふだけ なら やさしい がね。 

西 原 商売に もよ る さ。 



た、 手伝って 下さいません。 

貢 机 は あれで いいだら う。 

より江 ええ、 です けど、 椅子が …… 。 

西 原 椅子なら、 僕が 持って行きます。 

より江 あたくし も 持って行きます わ。 

牧子 それ ぢゃ、 めいめい、 御 持参で …… 。 (先へ 出 

る) 

より江 (その後から、 続いて) 何 かお 手伝 ひし ま 

せう か。 

牧 子の 声 いいえ。 いいんです のよ。 

貢 (より江が 持って行かう とする 椅子 を 無理に 取 



り 上げ、 両手に 一 つづつ 持って 出る) 

西 原 (これ も、 両手に 一 つづつ 持って、 その後に 

続く) 行きます よ。 

より江 (ひとり、 窓から、 温室の 方 を 見て ゐる。 

懐中鏡 を 出し、 手早く 顔 を 直す) 

長い間。 

牧 子の 声 より江さん、 いらっしゃい。 

より江 はい (と 答へ たきり、 ぢ つと、 眼を据 ゑて、 

何か考 へて ゐる。 寧ろ、 何 か を 待って ゐる) 



いらっしゃい、 より江さん。 

いま、 すぐ …… (さう 云って、 まだ、 動か 

長い間。 

此の 時、 突然、 西 原の 姿が、 硝子 戸に 近く 

現れる。 より江 は それ を 知らずに ゐる。 



西 原 (極めて 落ちついた 調子で、 しかし、 親しみ 

を 籠め て) お茶が 冷めます よ。 

より江 (ハツと して、 その 方 を 振り返る) 

西 原 (朗らかな 微笑 を 以て 之に 応 へる) 

第三 場 

同じ 応接間。 

五月 初めの 夕刻、 七 時 頃 —— 

薄暗 い 燈火 —— 窓掛が 風に ゆれて ゐる。 



牧 子が 現れる。 勿論、 前場の 若々 しさ は 去 

つて、 もとの 目立たない 女に なって ゐ る。 

窓ぎ わに 椅子 を 持って行って、 それに 腰 を 

かける。 ぼんやり 外 を 見て ゐる。 

呼 鈴が 鳴る。 

彼女 は、 一寸 首をかしげて、 不思議 だとい 

ふ 眼つ きをす るが、 急いで 座 を 起つ。 やが 

て 「あら、 どうな すった の。 もう すんだん 

です の ご とい ふ 彼女の 声 II 間 II 外出 

の 服装 をした 貢が、 帽子 を 被った まま は ひ 

つて 来る。 恐ろしく 沈んだ 顔つき。 牧子、 



その あとから、 不安ら しくついて 来る。 

牧子 今日は、 もっと、 遅くお なりになる だら うと 

思って ましたのに …… 。 でも、 あちらへ 行き着く か 

行き着かない かぐら ゐの 時間 ぢゃ ありません …… こ 

れぢゃ …… ？ 

貢 (牧 子の 腰かけて ゐた 椅子に 腰をおろし、 だる 

さう に 帽子 を 脱ぐ。 牧子、 それ を 受け取る) さう さ 

向う へ 行きつ く か 行き着かな いうちに 帰つ て 来たん 

だもの …… 。 

牧子 でも、 顔 だけ は 出して いらし つたんで せう。 



牧子 そんな こと、 ありまし たかしら …… 。 でも、 

その 前に、 あの人、 うちへ 来ました わ。 

貢 いいや、 来ない。 卒業す る 一 寸前に、 始めて、 

お前が 伴れ て 来たんだ よ。 そん 時、 はは あ、 あれ だ 

なと 思つ たんだから …… 。 

牧子 あの 頃から、 綺麗って 云 ふより、 目立つ 人で 

したわね。 どっか、 ぱッ としたと ころが ありました 

わ …… 。 

貢 さう 云へば、 あの 時代に、 先生と 西 原とう ちで 

会って やしない かしら …… 紹介 はしなかった かもし 

i f ヽ 、、ゝ o 

ホる レカ 



•:。 神 谷さん なんか、 出鳕 目だった ぢ やありません 

ゝ a 

力 

貢 神 谷の 方が 馬鹿 だよ、 それや …… 。 西 原 は、 さ 

うだね、 大学へ 来てから、 急に すまし だした ね。 眼 

鏡 を 拭きながら 話 をす る ことなん か 覚えて ね。 

牧子 それ はさう と 。 

沈黙。 

貢 なに？ 

牧子 いいえ、 なんでも …… 。 



長い 沈黙。 

貢 これで、 先生た ちが、 同時に、 われわれから、 

非常に 遠い 処へ 行って しま ふやうな 気 もす るが、 そ 

れと 反対に、 何時までも、 この辺 をう ろうろ して ゐ 

て、 なかなか われわれの 頭の 中から 消えて 行き さう 

もない つ ていふ やうな 気 もす るんだ。 

牧子 どっちに しても、 あんまり …… 。 

貢 うん。 それや、 まあ、 どうで もい いさ。 (間) お 

い、 人が 帰って来たら、 茶ぐ らゐ 飲ませろ。 それ か 



ら、 此の間から 云って るぢ やない か、 此の 電球 を も 

つと 大きい のと 取り 換へ ようって …… 。 

牧子 兄 さま こそ、 序に、 買って 来て 下されば いい 

んで すわ (起ち 上る) 

貢 それが いけな いんだ。 自分で 家の 中をキ チンと 

しょうと 思 はなく つち や …… 。 ねえ、 もう 少し、 こ 

こだって、 家ら しくで きる だら う。 

牧子 お茶 は、 ただので よろし いんです か。 

貢 そんな こと も、 自分で 考へ ろよ。 

牧子 (出で 去る) 

貢 (頭 を 抱へ る) 



貢 (何となく 落ちつかぬ 様子で、 室内 を 歩き ま は 

る。 時々 立ち 止って、 耳を澄ます。 何 を 聴かう とし 

てゐ るの かわからない。 が、 さう いふ 動作の 後で、 

常に、 悩ましげ な 表情が 浮ぶ) 

牧子 (紅茶 を 運んで 来る) お湯が 少しぬ るいんで 

すけれ ど。 

貢 もう 欲しくない。 

牧子 (椅子に 倚り、 途方に 暮れて ゐる) 



貢 何も 考 へる こと はないだ らう。 お前に はお 前、 

おれに はおれの 生活が ある。 仕事が ある。 どうして 

そっち を 向 くんだ い (呶 鳴る やうに) こんな こと ぢ 

や、 駄目 だよ、 何時までた つたって。 

牧子 (ハツと して、 そっち を 振り返へ るが、 その 

眼 は、 反感と いふよりも、 寧ろ 憐憫の 情に 近い 色で、 

寂しく 曇って ゐる) 

長い 沈黙。 

貢 (思 ひ 出した やうに 書架の 中から、 恐らく 手当 



リ 次第で あらう、 書物 を 一 冊 引抜き、 肱掛 椅子に 投 

げか かる やうに して、 その 頁 を 繰り はじめる。 勿論 

それ は、 言葉の 調子 を 変へ る 準備で あつたに 違 ひな 

い) 事務所の 電球 を 外して 来て くれない か。 

牧子 (素直に 立って 出て 行く) 

貢 (書物 をテ ー ブルの 上に 投げ出し、 左の 靴 を 脱 

ぎ、 靴下 を 脱ぎ、 足の指 を いぢる) 

牧子 (電球 を 持って来る。 此の 光景に 聊か 意外ら 

しい 一 瞥を 投じた 後) 電球、 取換へ ませう か。 

貢 ああ。 

牧子 (電球 を 取り かへ る。 貢の 側に 近寄り) マメ 



です 力 

貢 ああ。 

牧子 絆創膏 か 何 か 持って来 ませう か。 

貢 それより、 飯粒 を 持って来て くれ、 針と …… 。 

牧子 そんな ことなす つてよ ろしんで すの。 

貢 いいんだ よ。 

牧子 (飯粒と 針と を 取りに 行って 来る) 

貢 (針で マメを 潰す。 その上に 飯粒 を 塗る。 そし 

て、 紙片 を 張りつ ける) 

牧子 (この間、 ぼんやり、 傍に 立って ゐる) 

貢 お前 は、 何 か、 する こと はない のか。 



牧子 …… 。 

貢 自分の 用事 はない の。 

牧子 いいえ、 別に …… 。 

貢 可笑しい ね、 今夜に 限って、 どうして、 おれ も、 

お前 も、 なんにも する ことが な いんだら う。 

牧子 今夜、 兄 さまのお 留守の 間に、 しょうと 思つ 

たこと はあります のよ。 

貢 なんだ、 どんな こと …… 。 

牧子 (椅子に かけ) 手紙 を 書かう と 思 ひました の。 

貢 何処 へ ？ 

牧子 お 友達のと こ。 



貢 友達 …… ？ どんな 友達 …… ？ 誰 …… ？ 

牧子 より江 さんと 同じく らゐ 仲の よかった お 友達 



貢 やっぱり、 独りで ゐ るの。 

牧子 一昨年まで は 独りで ゐ るって いふ 話でした わ。 

貢 一 昨年まで …… 。 ふむ …… 。 ああ、 何時か、 何 

処 かで 会った つてい ふ …… 。 

牧子 ええ、 庄 司さん、 …… 。 

貢 書いたら い いぢ やない か。 東京に ゐ るの。 

牧子 もとの 処にゐ ます かどうで すか …… 。 

貢 学校へ 聞き合せれば わかる だら う。 (間) こつ 



貢 あした はと …… 。あいつ を 植ゑ替 へて と …… 。 

牧子 …… 。 

貢 今夜 は、 もう 寝ても いいんだ が、 寝る に は 惜し 

ぃ晚 だな。 —— 風が 出て 来たね。 

牧子 …… 。 

貢 何 か、 かう、 事件で も 起り さうな 気がするな。 

牧子 事件が 起って るぢ やありません か。 

貢 こっちに もさ。 —— ぢ つと 待つ てれば、 何 かや 

つて 来さうな 気がす るんだ。 お前、 そんな 気がしな 

、ゝ、 o 

レカレ 

牧子 します わ。 



貢 静かに 眠れば いいさ。 (間) さもなければ、 大き 

な 声で 歌が うたへ るか。 (間) どっち もむ つかし さ 

うだね。 それ ぢゃ、 どうしょう。 (間) かう してる よ 

りし かたがな いぢ やない か —— かう して、 ぢっ とし 

てゐ るより …… 。 (椅子の 背に 頭 を もたせかける) 

牧子 (静かに 涙 を ふく) 

—— 幕 I— 
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